
専門分科会(8月19日開催)における質問に対する回答

No. 項目 委員意見 市の考え方

1
議事2

進捗状況
　個別避難計画は、何人くらいの方
が作成されているか。

　個別避難計画は、災害が起きた時にどこに避難
するのか、その時の避難経路や必要な支援をあら
かじめ決めておくための計画書です。平常時から
避難計画を立てておくことで、対象者の迅速な避
難や支援者への適切な情報共有を行うことを目的
とした制度です。
　本市では、令和5年度から災害時要援護者名簿に
登録されている方に個別避難計画作成勧奨通知を
順次送付しています。

　個別避難計画（作成勧奨通知）の発送数と提出
数は次のとおりです。

　第１回　令和5年9月
　　　　　発送 約4,000件、提出 約800件
　第２回　令和6年11月
　　　　　発送 約5,200件、提出 現在受付中

　また、市内公共施設で個別避難計画作成勉強会
（市民向け・支援者向け）を開催しています。詳
細は、市ホームページを御確認ください。

市ホームページ

2
議事2

進捗状況

　施設連絡会は吹田市社会福祉協議
会と連携して地域福祉活動を推進し
ているが、小地域ネットワーク活動
に関わっている施設数を出すことは
できるか。

　吹田市社会福祉協議会に確認したところ、施設
連絡会には109施設が加入（令和7年1月10日時
点）しており、そのうち82施設が何らかの形で小
地域ネットワーク活動に関わっておられるという
ことです。
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